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（趣 旨）  

 昨 年平 成 26年 11月 18， 19日付 「計 画の お知 らせ （改 修工 事） 」と 題す

る書 面（ 以下 「本 件お 知ら せ」 とい いま す。 ）が 調布 ケ丘 の住 宅等 にポ

ステ ィン グさ れま した 。そ の内 容は ，４ 階建 てオ フィ スビ ルを 「正 善寺

別院 調布 霊廟 」に 用途 変更 する とい う通 知で あり まし た。  

 本 件お 知ら せに より ます と， 遺体 安置 所を 併設 した 葬儀 も行 う納 骨堂

で， 仏壇 基数  1,662基  3,906区画と いう 大規 模な 納骨 堂で あり まし た。

この 近辺 には 正善 寺と いう 寺も ない のに ，そ こに 突然 納骨 堂が 設置 され

るこ とに 驚き を隠 せま せん でし た。 書面 には ， 12月 19， 20， 21日の ３日

間に 説明 会を 開催 する 旨が 告知 され てお りま した ので ，さ まざ まな 疑問

や危 惧す る点 をお 伺い した く第 １回 目 12月 19日の 説明 会に お伺 いい たし

まし た。  

 し かし なが ら， 申請 者の 正善 寺住 職や 建物 の所 有者 も出 席し てお らず ,

住民 から の質 問に は何 も答 えら れな いよ うな 状況 であ り， 説明 会の 体を

なさ ず途 中で 中止 にな りま した 。さ らに ，第 １回 説明 会に おい て， 第２

回 12月 20日・ 第３ 回 12月 21日の 説明 会も 中止 する 旨が 告げ られ まし た 。  

 と ころ が， 翌日 ，不 安を 覚え たた め会 場に 向か って みる と， 第２ 回説

明会 は粛 々と 開催 され てい たの です 。も っと も， 前日 の第 １回 目説 明会

から 説明 内容 は変 わっ てお らず ，途 中紛 糾し 中止 とな りま した が， 前日

に中 止を 告げ てお きな がら ，説 明会 を開 催し てい るこ とに 非常 に驚 くと

とも に， 憤り を覚 えま した 。結 局， 第３ 回説 明会 は中 止と なり まし たが ,

申請 者を 含め た関 係者 のそ の姿 勢に 住民 は大 きな 不安 と不 信感 を抱 いて

おり ます 。現 在は ，改 めて 説明 会が 開催 され る通 知を 待っ てい る状 況で

あり ，計 画の 詳細 は依 然と して 明ら かに なっ てい ませ ん。  

 調 布市 では ，「 調布 市墓 地等 の経 営の 許可 等に 関す る条 例」 （以 下  



「条 例」 とい いま す。 ）が 制定 され てお り， 今回 計画 され てい る正 善寺

別院 調布 霊廟 につ いて は， 条例 第 10条に 納骨 堂の 設置 場所 は， 納骨 堂を

経営 しよ うと する 者が 所有 し， かつ ，所 有権 以外 の権 利が 存し ない 土地

であ るこ と及 び寺 院， 教会 等の 礼拝 の施 設ま たは 火葬 場の 敷地 内で ある

こと が適 合基 準と なっ てい るた め， 申請 者が 土地 の所 有権 を取 得し た場

合に は， 形式 的に は適 合基 準を 満た すこ とを 私た ちも 一定 の理 解は いた

して おり ます 。  

 し かし なが ら， 納骨 堂の 計画 に係 る関 係住 民に 対す る説 明に 際し て，

条例 第 17条 に より 意見 書が 提出 され た場 合は ，市 はそ の内 容を 審査 し ，

当該 意見 書に 記載 され た意 見に 正当 な理 由が 認め られ たと きは ，申 請予

定者 に対 し， 近隣 住民 等と の必 要な 協議 を行 うよ う命 ずる こと がで き，

申請 予定 者は 近隣 住民 等と 協議 を行 わな けれ ばな らず ，近 隣住 民等 の理

解を 得ら れる よう 努め なけ れば なら ない と規 定さ れて おり ます 。  

 こ のこ とか ら， 条例 第 16条に 定め る隣 接関 係住 民等 との 協議 につ いて

は， 申請 予定 者か らの 一方 的な 説明 会の 開催 をも って 条例 の要 件に 達し

たと 判断 する こと なく ，申 請予 定者 は丁 寧な 協議 を行 うと とも に， 近隣

住民 等に 対し ても 意見 を述 べる こと ので きる 機会 を十 分に 付与 し， 公衆

衛生 その 他公 共の 福祉 の見 地か ら考 慮す べき 意見 ，構 造設 備と 周辺 環境

との 調和 に対 する 意見 及び 建設 工事 の方 法等 につ いて の意 見に つい て，

真摯 に耳 を傾 け合 意形 成を 図る 努力 をす るべ きで ある と考 えま す。 今回

の計 画で は， 築約 30年経過 して いる 商業 ビル が納 骨堂 ビル にな る予 定で

あり ，今 後の 老朽 化な どに つい ても 不安 の声 が上 がっ てお りま す。 また ,

不特 定多 数の 人た ちが 訪れ る施 設で あり ，車 での 来場 者も 多く なる こと

が予 測さ れる こと から ，近 隣住 民等 に対 する 配慮 は必 要で ある と考 えま

す。  

 ま た， 今回 の納 骨堂 計画 を機 に， 調布 市議 会と して 現状 の条 例が 適切

なの か， 改め て検 証し てい ただ けれ ば幸 いで す。 納骨 堂は ，「 寺院 ，教

会等 の礼 拝の 施設 又は 火葬 場の 敷地 内で ある こと 」と され てお りま すが ,

これ は， 納骨 堂と いう 建物 の性 質上 ，日 常生 活と は別 異の 空間 につ くら

れる べき もの であ るこ とを 前提 とし たも ので ある と考 えら れま す。 今回

の計 画は ，仙 川に ある 正善 寺と いう 寺院 が調 布ケ 丘に ある オフ ィス ビル



の建 物を 寺院 に用 途変 更し ，別 院と して 納骨 堂を 設置 する もの であ りま

す。 納骨 堂を 設置 する ため だけ に寺 院を 設置 する こと が認 めら れる ので

あれ ば， 条例 にお いて 設置 場所 が制 限さ れて いる こと が意 味を なさ ない

ので はな いか と思 いま す。 また ，こ の地 域の 用途 は， 準工 業地 域で はあ

りま すが ，現 在は ，工 場や 会社 がマ ンシ ョン や一 戸建 てに 変わ り閑 静な

住宅 地域 に変 貌し つつ あり ます 。時 代の 変化 に順 応し た条 例改 正も 今後

の議 会と して の課 題と して 捉え てい ただ きた くお 願い 申し 上げ ます 。  

 以 上の こと から ，納 骨堂 を設 置す ると きに は， 納骨 堂等 経営 の適 正化

及び 納骨 堂等 と周 辺環 境と の調 和を 図り ，も って 公衆 衛生 その 他公 共の

福祉 の確 保に 寄与 する 必要 があ るた め， 以下 の内 容に つい て陳 情い たし

ます 。  

 

（陳 情事 項）  

 正 善寺 別院 調布 霊廟 計画 に際 して の近 隣住 民等 との 協議 につ いて は，

隣接 関係 住民 等だ けで なく ，周 辺関 係住 民等 にも 説明 等を 丁寧 に行 い，

合意 形成 を図 る努 力を する よう に， 調布 市は 申請 事業 者に 対し 指導 する

こと を求 めま す。  

 


